
各
種
手
当
の
ご
案
内

◆
特
別
障
害
者
手
当

　

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
、

お
よ
び
入
院
中
（
３
カ
月
以

上
）
の
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

【
月
額
】
２
８
，
８
４
０
円

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受

け
る
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
お
よ
び
公
的
遺

族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

【
月
額
】
１
５
，
６
９
０
円

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
重
度
も
し
く
は
中
度

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た

は
療
育
者
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
対
象
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
お
よ

び
公
的
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

【
月
額
】

１
級(

重
度) 

５
５
，
３
５
０
円

２
級(

重
度) 

３
６
，
８
６
０
円

※

い
ず
れ
の
手
当
に
つ
い
て
も
申
請

に
は
診
断
書
等
所
定
の
書
類
が
必
要

で
す
。
な
お
、
各
手
当
の
障
害
程
度

基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
や
受
給
資

格
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
事
務
所  

☎
53
・
３
１
１
７

食
品
衛
生
法
の
経
過
措
置

       

期
間
が
終
了
し
ま
し
た

　

食
品
衛
生
法
改
正
の
経
過
措

置
期
間
が
令
和
６
年
５
月
31
日

で
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
新

た
に
漬
物
や
水
産
製
品
の
製
造

を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
製

造
前
に
営
業
許
可
の
取
得
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
５
月
31
日

以
前
か
ら
漬
物
等
を
製
造
し
て

い
て
、
ま
だ
、
営
業
許
可
を
取

得
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
は
、

施
設
整
備
の
た
め
の
補
助
金
を

活
用
し
て
許
可
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◆
補
助
金
申
請
に
係
る
こ
と

農
林
課
農
政
班

☎
53
・
１
０
６
２

◆
営
業
許
可
取
得
に
係
る
こ
と

高
知
県
中
央
東
福
祉
保
健
所

衛
生
環
境
課  

☎
53
・
３
１
９
０

荒
天
時
の
ご
み
出
し
に

　
　
　

   

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

台
風
の
接
近
等
で
荒
天
の
場

合
、
収
集
が
通
常
通
り
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
突
風

や
水
路
の
増
水
で
ご
み
出
し
時

に
身
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な

場
合
は
、
次
回
収
集
日
に
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

収
集
が
で
き
な
い
場
合
や
ご

み
が
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
収
集
日
前
日
の
ご

み
出
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
環
境
課
環

境
班　

☎
53・

１
０
６
３

安
全
第
一
で
楽
し
い
水
遊
び
を

　

昨
年
、
高
知
県
下
で
は
夏
期

（
６
～
８
月
）
に
12
件
の
水
の

事
故
が
発
生
し
、
７
人
が
死
亡
、

５
人
が
無
事
救
助
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
の
事
故
は
１
件
発
生
し
、

１
人
が
無
事
救
助
さ
れ
て
い
ま

す
。
痛
ま
し
い
水
の
事
故
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
水
の
怖
さ
を
再
確
認

★
危
険
な
場
所
の
点
検

★
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
を
避
け
る

★
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

★
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い

危
険
な
水
遊
び
な
ど
を
見
か
け

た
際
に
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
国
警
察
署

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
０
１
１
０

や
な
せ
た
か
し
記
念
館

　
　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

や
な
せ
た
か
し
記
念
館
（
ア

ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

詩
と
メ
ル
ヘ
ン
絵
本
館
）
は
外

装
工
事
や
空
調
工
事
、
展
示
更

新
等
を
実
施
す
る
た
め
臨
時
休

館
し
ま
す
。
工
事
の
進
捗
等
に

よ
り
期
間
が
変
更
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

市
お
よ
び
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
休
館
期
間
（
予
定
）
】

11
月
５
日
（
火
）
～
令
和
７
年

３
月
28
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
振
興
課

☎
53
・
１
０
８
２

や
な
せ
た
か
し
記
念
館

☎
59
・
２
３
０
０

　県営電気事業にご理解とご協力をいただくため

の交付金を、高知県公営企業局から受けて、ダム

周辺環境整備事業を実施しています。

　この事業は、市内の３つのダム（永瀬・吉野・

杉田）の周辺地における環境整備の事業費の一部

に交付されるものです。昭和５６年から公園の整

備や、観光施設整備・道路改良工事などの事業が

実施されています。

　令和５年度は、農道改良工事や用排水路改修工

事など５つの事業を実施し、総額２，２８３万円３

千円の交付を受けています。

　電源立地地域対策交付金とは、発電用施設のあ

る市町村で実施される公共用施設の整備や、住民

福祉の向上につながる事業に対して、経済産業省

から交付されるもので、発電用施設の設置に関わ

る地域住民の理解を得ることを目的としています。

　市では、令和５年度事業として保育園運営の充

実を図り、保育士の確保のために交付金を活用し

ました。

事 業 名　香美市保育所運営事業

内 　 容 市内保育園に勤務する保育士の人件費

交付金額　２，２０８万１千円

Ｃ

    

　　  やなせたかし

瀧のシブキちゃん

市内の発電所（すべて水力発電）

⑥杉田

⑦穴内川

⑧平山

⑨新改

①五王堂

②川口

③仙頭

④永瀬

⑤吉野

交付金交付金の活用事例活用事例の報告報告ですです交付金交付金の活用事例活用事例の報告報告ですです交付金の活用事例の報告です

令和５年度令和５年度令和５年度令和５年度令和５年度

高知県公営企業局

ダム周辺環境整備事業交付金
高知県電源立地地域対策交付金

■問い合わせ先　

　企画財政課 

　　☎５３－３１１４

施工前施工前施工前

林道岡ノ内別府線

施工後施工後施工後

１２Kami
２０２４年８月号

【問い合わせ・申込先】

　中央公民館

　☎５３－２２１４

　平日　９時～１７時

ものづくり教室

「洗濯ばさみでつくる ちびねこピンチ」

　ちょっとしたものをはさんだり、飾ったり、

かわいい小物づくり。ぜひ、ご参加ください。

■日　時　９月１８日(水)

　　　　　　   １３時３０分～１５時３０分

■場　所　中央公民館　２階　会議室

■講　師 盛　一馬　さん

(香美市人材バンク登録講師・まちの先生)

■対象者 市内在住の方または市内勤務者優先

■参加費 ３００円（材料代）

■持参品　針・糸（白・黒）・先の細いピン

セット・よく切れるハサミ

■受付期間　８月５日(月)～２９日(木)※17時必着

（平日９時～１７時　第４金曜日は休館日）

■定　員　１５名

(申込み多数の場合は抽選

します。抽選結果は郵送

でお知らせします。)

     「スマホ教室」受講生募集！無料

　スマートフォンを使いこなして、ちょっとだ

け便利な生活を楽しみましょう。

■講習概要  ※時間は全て14時～15時 

①９月５日(木)  電卓、マップ、カメラ等

②９月１２日(木)  カメラ、レンズ機能等(応用編)

③９月１９日(木)  スマートニュース、文字入力

④９月２６日(木)  YouTube、ギガ(通信量)等

⑤１０月３日(木)  ライン①(概要、友だち追加等)

⑥１０月１０日(木)  ライン②(トーク、ビデオ通話)
※受講を希望する回をお知らせください。

※教室では貸出用のスマートフォンを使用します。

■講　師 携帯会社のスマホアドバイザー

■場　所 中央公民館 ３階視聴覚室

■対象者 市内在住の方または市内勤務者

■受付期間 ８月９日(金) ～２２日(木)

■定　員　２０名

(申込み多数の場合は抽選します。抽選結果は

８月２８日 (水) 頃に郵送でお知らせします。)

≪申込について≫
【申込方法】必要事項『郵便番号・住所・氏名・電

話番号・市外の方は勤務先・セミナー名』が分かる

ように、①～③の方法で申し込んでください。

①来館　②電話　③市ホームページ※ホームページ

内の『メールでのお問い合わせはこちら』から送信

もり


